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小惑星イトカワの形状と地質
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地質概観小惑星 (25143)イトカワの全球形状は２つの円みを帯びた塊が接しているように見え、小さい方をHead、大
きい方を Body、くびれた部分は Neckと呼んでいる。岩塊の分布には一部に欠損があり、岩塊の見られる rough terrain
とそうでない smooth terrainの２分性がある。後者は首部分など低重力ポテンシャル領域と一致し、何物かが埋めている
ことを示唆する。イトカワ表面のペブルサイズレゴリスの物質移動がクローズアップ画像からも支持されているが、そ
れであろう。物質科学的には全球均質で、風化度合いの違いしか見られない。
地域地質 (～100 m):２つのパートそれぞれにクレータ由来と考えられるファセットが幾つか見られるが、岩塊が多く

地形境界は不鮮明である。facetsが多く見られる両端は多面体のような外形を示し、その稜線部分は相対的な高まりと
なっている。崩壊地形はそこに集中し、比較的高アルベド地域・宇宙風化度合いの小さい領域が重なっている。これは
マスムーブメントと表面の削剥を強く示唆する。胴体には台地状のブロックが見られ、グローバルな地溝が見られない
ことから、最大で数十ー１００ｍクラスのラブルパーツの存在が示唆される。
局所特徴 (＜ 100 m): smooth/rough境界で岩塊に幾つかの列石パターンが見られる。岩塊それ自体の形状は非常にangular

で摩耗が見られず、表層が活動していたとしても侵食の営力はそれほど激しくはない。ラフ地域では岩塊のスケール（～
１０ｍ）以下の地形パターンは判読できない。クローズアップ画像で示唆された細粒のレゴリスについてはマイグレー
ションが至る所で起きていると考えるのが自然だ。


